
【ホームページ】http://www.yukigunihp. jp/

2013

11月号

理 念 私たちは、自然のうるおいの中で、

人それぞれの希望に満ちたくらしを支え、地域医療を推進します。

南魚沼市立

　
暑
さ
が
続
い
た
今
年
で
す
が
、
し
だ
い

に
寒
さ
が
増
し
、
こ
れ
か
ら
は
呼
吸
器
感

染
症
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。
そ
の
多
く

は
、
か
ぜ
︵
正
確
に
は｢

か
ぜ
症
候
群｣

と

呼
ば
れ
、
上
気
道
炎
を
主
と
す
る
病
気
︶

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

罹
患
を
契
機
に
、
肺
炎
を
合
併
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
か
ぜ
の
病
原
体
の
80
〜
90
％
は
ウ
イ
ル

ス
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
図
に
示
す
よ
う
に
、

遺
伝
子
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
タ
ン
パ
ク
な

ど
で
構
成
さ
れ
、
細
胞
を
構
成
単
位
と
す

る
生
物
と
は
か
け
離
れ
た
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
存
在
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
す
る

能
力
も
な
け
れ
ば
、
単
独
で
増
殖
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
は
気
道
︵
空

気
の
通
り
道
︶
上
皮
細
胞
に
侵
入
し
て
、

ヒ
ト
の
細
胞
に
、
タ
ン
パ
ク
合
成
と
遺
伝

子
複
製
を
し
て
も
ら
い
、
増
殖
し
ま
す
が
、

ヒ
ト
の
気
道
上
皮
細
胞
は
破
壊
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
か
ぜ
の
原
因
と
な
る
主
な
ウ
イ
ル
ス
に

は
、
ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
治
療
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
察
で
か

ぜ
と
診
断
で
き
る
時
は
、
通
常
、
原
因
と

な
る
病
原
体
を
調
べ
る
検
査
は
行
い
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
の
鑑
別
が
重
要
で
す
。
典
型

的
な
症
状
を
比
較
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
高
熱
︵
38
℃
以
上
︶
が
持
続
し
、

咳
や
倦
怠
感
・
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状

が
強
く
、
か
ぜ
は
鼻
閉
・
鼻
汁
や
咽
頭
痛

な
ど
の
上
気
道
炎
症
状
が
主
体
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
症
状
が
典
型

的
で
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

流
行
状
況
、
家
族
・
友
人
・
同
僚
な
ど
の

周
囲
の
感
染
状
況
な
ど
を
参
考
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
検
査
を

行
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断
さ

れ
れ
ば
、
多
く
は
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬
に
よ
る
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
咳
は
気
道
壁
表
層
に
分
布
す
る
神
経
終

末
が
機
械
的
、
化
学
的
に
刺
激
さ
れ
て
お

こ
る
反
射
反
応
で
、
呼
吸
器
の
病
気
に
つ

き
も
の
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の

気
道
感
染
で
は
、
微
生
物
の
侵
入
に
よ
っ

て
お
こ
る
炎
症
に
よ
っ
て
気
道
上
皮
が
傷

害
さ
れ
、
神
経
終
末
が
露
出
さ
れ
る
た
め
、

外
界
か
ら
の
刺
激
に
容
易
に
反
応
し
て
、

咳
反
射
が
頻
繁
に
お
こ
る
の
で
す
。
か
ぜ

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
咳
は
発
症
早

期
か
ら
見
ら
れ
ま
す
が
、
８
週
間
以
上
持

続
す
る
こ
と
は
稀
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
は
、
結
核
な
ど
の
慢
性
感
染
症
や
、
気

管
支
喘
息
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ︵
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
と
よ
ば
れ
、
喫
煙
者
に
多
い
︶
な
ど
の

慢
性
疾
患
が
背
景
に
あ
り
、
か
ぜ
を
契
機

に
背
景
疾
患
が
増
悪
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
上
気
道
炎
症
状
の
み
で
し
た
ら
、
市
販

の
風
邪
薬
で
経
過
を
み
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
２
〜
３
日
の
休
養
で
も
改

善
傾
向
が
な
い
場
合
は
、
肺
炎
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
の
で
、
病
院
を
受
診
し
て
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
８
週
間
以
上
続
く
場
合
は
、
当
初
は

か
ぜ
で
あ
っ
て
も
、
別
の
病
気
に
よ
る
咳

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
病

院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

呼
吸
器
科
　
医
師
　

石

原

照

夫

ウ
イ
ル
ス
感
染
と
咳
︵
咳
嗽
︶

ウ
イ
ル
ス
感
染
と
咳
︵
咳
嗽
︶

インフルエンザウイルスの模式図

ウイルス膜
（脂質二重膜）

ノイラミニダーゼ
スパイク

ヘマグルチニン
スパイク

糖鎖

ウイルス
遺伝子 RNA
（8本の分節）

が
い
そ
う



診療日のご案内
診療科に対する曜日欄の記載は、○＝診療日、—　＝休診となります。

○と（休診有）の記載がある場合は、当月に臨時休診があります。備考欄で、休診日をご確認ください。

また、曜日欄に「日付」の記載がある場合は、記載の日のみの診療となります｡

説
明

入院患者さまとの面会は、
月曜日〜金曜日：15：00〜20：00、
土曜日・日曜日・休日13：00〜20：00
となります。（時間厳守）

— — ———

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
形成外科

13：00〜14：30 13：30〜

 4 日（月）振替休日

18 日（月）第３月曜日

23 日（土）祝日・勤労感謝の日

予　防　接　種
3種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

接　種　日

ポリオ

4種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ）

11月 1日（金）
11月15日（金）
11月29日（金）
11月 1日（金）
11月15日（金）
11月29日（金）
11月 1日（金）
11月15日（金）
11月29日（金）
11月22日（金）

11月 8日（金）
11月22日（金）

受付時間

13：20〜
　14：00

13:30〜

Ｂ  Ｃ  Ｇ
日本脳炎

接種時間
★子どもの予防接種日程

病院休診日のお知らせ

リウマチ科（外来）の診療について

※各診療科の休診日は、「診療科・診療日の案内」
　の最右「備考・休診日」欄でご確認ください。

1期　2期
麻しん・風しん混合

医師別の診療予定が必要な方は、医師（名字）・
診療日（数字）が記載された一覧を、医療連携室
に用意してあります。

予約制

※一日15名で受付終了

予約方法は、Ｐ3上「予約
または予約変更について」
をご参照ください。

予約方法は、Ｐ3上「予約
または予約変更について」
をご参照ください。

—

— — —

—

—

—

—

—

—

— — —

— — — —

— —

— —

—

—

— —

— —

— —

—

— — —

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日整形外科

予約外

予　約

脊椎

上肢

足

リウマチ

退院後

人工関節

骨粗しょう症

10：20〜

一
般
外
来

専
門
外
来

○○

○

○

○

—

—○○

○

○

○28日

○

○

○

新患のみ 8：00〜10：00

9：00〜

5日・26日

2日・16日

9日

10名で
受付終了

—

㊋㊍㊏9：00〜
㊊㊌㊎10：20〜

　今年もインフルエンザ予防接種を始めました。
　接種には予約が必要ですので、医事課窓口また
は電話にてお問い合わせください。
　なお、接種日と時間を指定させていただいており
ます。また、１日の人数に限りがありますので、ご希
望に沿えないことがあります。ご了承ください。

※予約が必要です。予約・お問い合わせは、医事課まで。
※小児のヒブ、肺炎球菌、中学生の子宮頸がん予防接種は上記日程全般で行います。

インフルエンザ予防接種のお知らせインフルエンザ予防接種のお知らせ

　魚沼基幹病院（平成 27 年 6 月開院予定）を中心とする医療再編に伴い、県立六日町病院敷地に建設する新市立病
院の名称を募集します。専用の応募用紙でご応募ください。
◎募集期間　11 月 1 日（金）〜29 日（金）午後５時まで
◎応募用紙　下記の応募受付窓口で受け取るか、当院もしくは市のウェブページからダウンロード（ＰＤＦ）してください。
◎応募受付　ゆきぐに大和病院医事課、市役所本庁舎市民課、大和・塩沢市民センター
【問い合わせ】　庶務課

新市立病院の名称を募集します新市立病院の名称を募集します 〜あなたからの応募をお待ちしています〜

◎高校生以上・一般の方（１日50人）
　12月27日までの毎週水・金曜日（週２回）
　受付：午後１時 30 分～２時
　接種：午後２時～３時
◎中学生以下の方（１日20人）
　１月31日までの毎週金曜日
　受付：午後３時～３時 30 分
　接種：午後３時～４時
※予約は、月～金曜日（第３月曜日、祝日を除く）
　の午前８時 30 分～午後５時 15 分（土曜日は
　午後12 時 30 分まで）にお受けしています。

診療
曜　日

対応週

受　　付

診　　療

担当医師 後藤　眞 日比野　豊

水曜日

第１・第３・第5
8：00〜11：00

13：00〜15：00 8：00〜11：00 予約制

9：00〜12：00
13：00〜15：30 9：00〜12：00 9：00〜12：00

土曜日
第1・第3第2・第4

11月より、次のとおり診療を行います。
◎診療日時・担当医師

◎診察室
　現在の「泌尿器科」診察室を診療日に応じて交替で使用します。
　診察日には科の表示を切替えます。
※ただし、11月 2日（土）は従来どおり「整形外科」の診察室で行います。



診療科
予約または予約変更について

平成25年11月

受付日時：予約または予約変更をしたい診療科が診療している日（月〜金曜日）
　　　　　の、午後２時〜４時（歯科は歯科の受付欄参照）
方　　法：電話にて受付けます。
　　　　　※予約変更は、「やむを得ない」場合に限ります。
　　　　

ゆきぐに大和病院 代表

TEL 025-777-2111
 FAX 025-777-3853

（3ページ上の記事参照）
予約制

一
般
外
来 — — — —

月 火 水 木 土 受　　　付 診　療 備考・休診日小　児　科
午　　前

午　　後

8：00〜11：00 9：00〜

14：00〜

○ ○ ○

○

○

—

— —

金

— — —

—

—

予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日歯　　　科
歯科・小児歯科

矯正科

歯科口腔外科

9：00〜

○ ○ ○○ ○ ○

○ ○○ ○ ○

—
電話予約可

10：00〜12：30
13：30〜16：00

13日・20日・
27日

6日・13日・
20日

2日・16日・
30日

2日・9日・
16日

9日・16日・

30日

9：00〜

10：00〜

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日外　　　科
胃　腸　科
肛　門　科

8：00〜11：00○○ ○ ○ ○ ○

電話予約可
月〜金曜日

14：00〜16：00

予約制

— — — — —

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日眼　　　科

予約制 9：00〜

当院眼科医師より

再診の指示がある方のみ

○

— — — — —

—

—

— — —

— —

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日耳鼻咽喉科

皮　膚　科

泌 尿 器 科

午　　前

午　　後

8：00〜11：00 9：00〜

8：00〜11：00 9：00〜

13：00〜15：00 14：00〜

○

○

○

○

○

○

———

— —

○
（休診有）

25日

（3ページ上の記事参照）

— —

— —
予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日精　神　科

一般外来

メモリークリニック

高次脳機能障害科

9：00〜

13：30〜

○ ○○ ○

○○ —

— — — — —

㊊㊌9：30〜
㊎13：30〜

㊋9：15〜
㊌㊍10：30〜

（3ページ上の記事参照）

火曜日＝予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

8日・29日 9日

内　　　科
一般外来

内分泌
糖尿病

午前

午後

循環器科

睡眠時無呼吸

神経内科

腎臓科

呼吸器科

8：00〜

　11：00

8：00〜

　11：00

13：00〜14：30

9：00〜

9：00〜

13：30〜

9：00〜

13：30〜

10：15〜

○ ○

○

○ ○

○

○ ○

○

○ 備考参照 ○ ○

○

○ ○

○

— —

— —

— —

—

—

—

— —

—

—— —

—

—

——

—

—

初診は予約が必要

予約制○

○ ○○

○

（3ページ上の記事参照）
予約制

— — — —

—

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

婦　人　科

一般受付

予約制

8：00〜11：00 予約優先

○ — —

○○ 9：15〜

○

婦　人　科

休診＝1日㈮、7日㈭、11日㈪、
　　　21日㈭

休診＝1日㈮、11日㈪、30日㈯

休診＝8日㈮

休診＝27日㈬

○

○
（休診有）○

○ ○

○

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日和漢診療科

午　　　前

午　　　後

8：00〜11：00 9：00〜

13：00〜14：30 13：30〜

○
（休診有）

○
（休診有）

○
（休診有）

○
（休診有）

○
（休診有）

○
（休診有） —

第1・3・5㊏



︻
音
声
障
害
と
は
︼

　
声
の
障
害
を
﹁
音
声
障
害
﹂
と
言
い
ま

す
。
そ
の
人
の
声
が
、
年
齢
や
性
別
か
ら
み

て
お
か
し
い
と
か
、
普
通
の
人
の
声
と
違

う
、
ま
た
自
分
自
身
の
声
が
普
段
と
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る
な
ど
、
声
が
正
常
範

囲
か
ら
ず
れ
て
い
る
、
こ
れ
ま
で
の
状
態
か

ら
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状
態
を
総
合

し
て
音
声
障
害
と
呼
び
ま
す
。

　
声
を
悪
く
し
て
し
ま
う
原
因
に
は
、
生
活

環
境
や
習
慣
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
症
状
を
訴
え
る

方
は
、
学
校
や
保
育
園
の
先
生
、
歌
手
な
ど

習
慣
的
に
騒
音
の
中
で
大
き
な
声
だ
す
、
声

を
多
用
す
る
職
業
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

人
間
の
体
の
器
官
で
、
声
を
出
す
お
お
も
と

は
、
喉
の
中
に
あ
る
﹁
声
帯
﹂
で
す
。
特
に

声
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
習
慣
を
避
け
さ

せ
、
こ
の
声
帯
に
負
担
を
か
け
ず
に
発
声
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
﹁
声
の

衛
生
指
導
﹂
と
言
い
ま
す
。
こ
の
衛
生
指
導

も
言
語
聴
覚
士
の
仕
事
の
一
つ
で
す
。

︻
声
に
悪
影
響
を
与
え
る
原
因
︼

　
日
常
生
活
で
声
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

と
し
て
は
、
①
長
時
間
話
し
続
け
る
、
②
大

声
を
出
す
、
叫
ぶ
、
③
の
ど
に
力
を
入
れ
て

話
す
、
④
無
理
な
声
の
高
さ
で
話
す
、
笑

う
、
⑤
習
慣
的
な
咳
払
い
、
⑥
空
気
の
汚
れ

と
乾
燥
︵
喫
煙
︶
、
⑦
寝
不
足
や
過
労
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
、
⑧
胃
酸
過
多
に
な
る
食
事

︵
胃
食
道
逆
流
症
の
あ
る
場
合
︶
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
、
飲
酒
や
喫
煙
と
同

時
に
カ
ラ
オ
ケ
を
大
声
で
歌
う
習
慣
が
多
い

人
は
、
声
の
状
態
を
悪
く
さ
せ
や
す
い
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

︻
日
常
生
活
で
注
意
す
る
こ
と
︼

　
声
の
調
子
が
悪
い
な
と
気
が
つ
い
た
ら
、

ま
ず
声
の
使
い
す
ぎ
か
、
む
り
な
声
を
出
さ

な
か
っ
た
か
な
ど
そ
の
原
因
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
あ
て
は
ま
る
な

ら
、
声
帯
を
休
ま
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
の
日
は
必
要
最
低
限
度
の
会
話
に
と
ど

め
、
大
き
な
声
を
出
さ
ず
に
出
来
る
だ
け
静

か
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
こ
で
注
意
で
す
が
、
声
を
休
ま
せ
る
と
聞

く
と
﹁
ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
﹂
で
話
せ
ば
よ
い
と
考

え
が
ち
で
す
が
、
こ
の
﹁
ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
﹂

は
、
声
帯
周
囲
の
筋
肉
を
過
度
に
疲
労
さ
せ

て
し
ま
う
の
で
声
帯
を
休
ま
せ
る
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
お
仕
事
な
ど
で
ど
う
し
て
も

お
話
を
す
る
際
は
、
無
理
に
小
声
に
せ
ず
普

通
の
声
の
大
き
さ
で
お
話
し
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
短
い
時
間
に
抑
え
る
よ
う
心
掛
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
長
い
間
、
声
の
調
子
が

も
と
に
戻
ら
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
原
因
が

他
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
耳
鼻
咽
喉
科

な
ど
専
門
医
の
診
察
を
お
勧
め
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長
　
言
語
聴
覚
士
　

井

口

光

開

感

染

対

策

員

会

言
語
聴
覚
士
が
伝
え
た
い

　
　
　
　
　
﹁
声
の
衛
生
﹂に
つ
い
て

■ 

流
行
前
に

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

　
︵
Ｐ
２
参
照
︶

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
ら

・
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

・ 

外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

・ 

室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
適
度
な
湿
度
に
保
つ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
人
の
咳
、
く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な
ど
の
飛

沫
︵
ひ
ま
つ
︶
と
共
に
放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

を
、
の
ど
や
鼻
か
ら
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て

感
染
し
ま
す
︵
こ
れ
を
﹁
飛
沫
感
染
﹂
と
い
い
ま

す
︶
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
し
や
す

い
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
が

無
理
を
し
て
仕
事
や
学
校
等
へ
行
く
と
、
急
速

に
感
染
を
広
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た
ら
、
特

に
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
抱
え
て
い
る
人
や
、

疲
れ
気
味
、
睡
眠
不
足
の
人
は
、
人
込
み
や
繁
華

街
へ
の
外
出
を
控
え
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

う
。

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
の
ど
や
鼻

の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
す
る
た
め
で
、
外

出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
り
、
室
内
で
は

加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
適
度
な
湿
度
︵
5
0
〜

6
0
％
︶
を
保
つ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

・
十
分
な
休
養
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
十
分

な
休
養
を
と
り
、
体
力
や
抵
抗
力
を
高
め
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

・
う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行

　
帰
宅
時
の
う
が
い
、
手
洗
い
も
、
一
般
的
な
感

染
症
予
防
の
た
め
に
お
勧
め
し
ま
す
。

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
﹁
せ
き
﹂
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
周
り
の

方
へ
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、
咳
・
く
し
ゃ
み
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
基
本

か
か
っ
た
ら…

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
備
え
た
心
得

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
備
え
た
心
得

＊
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で

　
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔
を
そ
む

　
け
1
m
以
上
離
れ
る
。

＊
鼻
汁
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
す

　
ぐ
に
蓋
付
き
の
廃
棄
物
箱
に
捨
て
ら
れ
る
環

　
境
を
整
え
る
。

＊
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
促
す
。

　
マ
ス
ク
は
よ
り
透
過
性
の
低
い
も
の
、
例
え

　
ば
、
医
療
現
場
で
使
用
さ
れ
る
﹁
サ
ー
ジ
カ

　
ル
マ
ス
ク
﹂
が
よ
り
予
防
効
果
が
高
く
な
り

　
ま
す
。
通
常
の
市
販
マ
ス
ク
で
も
咳
を
し
て

　
い
る
人
の
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
を
あ
る
程
度
は

　
防
ぐ
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
な
人
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
か
ら

　
と
い
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
の
吸
入
を
完
全
に
予

　
防
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
意
が

　
必
要
で
す
。

＊
マ
ス
ク
の
使
用
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、

　
正
し
く
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
早
め
の
受
診

・
安
静
と
休
養

・
十
分
な
水
分
の
摂
取

・
マ
ス
ク
の
着
用

・
外
出
の
自
粛

咳
・
く
し
ゃ
み
エ
チ
ケ
ッ
ト

せ
き


